
1

□
■ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
■ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

811 施策 効果的・効率的な行財政運営の推進

行財政改革推進事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

1

市民ニーズ、社会的役割
過度に総職員数が増加しないように努めるとともに、社会情勢の変化や新た
な行政課題に対応するため、業務プロセス改善の取組、RPA等の導入などと
連携を図ることで業務量を減らし、その業務量に見合った最適な職員体制の
構築に努める。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 行政管理事業 企画財政室
行政需要の変化に的確に対応し、業務量に見合った適正な職員定数
の管理や全庁的に事務処理方法の改善につながるよう意識啓発に
努める。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

75
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

人的・財政的資源の制約が見込まれる中にあっても、職員のワーク・ライフ・バ
ランスの実現を図り、質の高い公共サービスを効果的かつ効率的に提供する
ため、業務量を減らす業務プロセス改善の取組を推進している。
また、各室課の負担軽減の観点から、引き続き、照会方法や指針等の見直し
を行うよう努める。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 行財政改革推進事業 企画財政室
指定管理者制度の効果的な運用、外郭団体の在り方に関することな
ど、市の事務の適切な執行を徹底するとともに、効果的かつ効率的で
持続可能な行政運営を推進する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

26
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

③

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

④

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

一般事務事業 企画財政室

中核市への移行準備事業 企画財政室


